


投票に関することなどについて

【投票するには】

　選挙人名簿に登録されていなければ投票することができません。ただし、選挙人名簿に登録されていて

も選挙期日の前日（10月14日）までに転出（住所異動）した場合は、投票することができません。選挙人名簿

の登録・抹消要件は次のとおりです。

　　

【期日前投票をご利用ください】

　投票日当日、仕事や旅行などで投票所に行けない方は、期日前投票をご利用ください。

【期日前投票ができる期間】

　10月11日（水）～14日（土）までの４日間　※八雲総合病院は10月11日～13日の３日間です。

【期日前投票ができる場所および時間】

　（１）役場２階　第１会議室：午前８時30分～午後８時

　　身体の不自由な方や高齢者の方は職員玄関（八雲小学校体育館側）から入り、エレベーターをご利用願

　います。

　（２）熊石総合支所：午前８時30分～午後８時　（３）落部支所：午前８時30分～午後５時

　（４）八雲総合病院：午前８時30分～午後６時

【不在者投票について】

　○不在者投票ができる方　・長期出張などで他の市区町村に滞在している方

　　　　　　　　　　　　　・不在者投票を行うことができる指定施設に入院・入所されている方

　　※町内の不在者投票を行うことができる指定施設は、以下のとおりです。 

　　　国立病院機構八雲病院、八雲総合病院、コミュニティホーム八雲、熊石国保病院、厚生園、くまい

　　　し荘、ケアハウスなのはな・ケアハウスひまわり　

　○不在者投票の請求方法

　　・長期出張などで他の市区町村に滞在している方は、八雲町選挙管理委員会に投票用紙などの請求手

　　　続きを行ってください（不在者投票を行う場所と時間は、滞在先の市区町村選挙管理委員会にご確認

　　　ください)。

　　・不在者投票ができる指定施設に入院・入所されている方は、施設の長に申し出てください。

　　※不在者投票の請求は、告示日前でも行えますので、お早めに手続きをお願いします。

10
15

日曜日

　基準日（10月９日）において、町内に引き続き３ヶ月以上住所を有する方で、次の２つの要件を満た

した方が選挙人名簿に登録されます。

【年齢要件】平成11年10月16日以前に生まれた方

【住所要件】平成29年７月９日以前に転入届出をされた方

次の方が選挙人名簿から抹消されます。

【抹消要件】平成29年６月14日以前に転出（住所異動）された方

～選挙人名簿の登録・抹消要件～

「八雲町長」
「八雲町議会議員」の
選挙投票日です

【投票入場券について】

　投票入場券は、10月10日と11日の2日間で配達される予定です。期日前投票は、10月11日から行う

ことができますが、やむを得ず投票入場券がない場合でも投票することができます。
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【お体に障がいを持つ方は、「郵便による不在者投票」ができます】

　次の（１）～（３）に該当する方で、郵便による不在者投票をしようとする方は、あらかじめ「郵便等投票証
明書」の交付を受けた場合に、郵便による不在者投票ができます。
（１）身体障害者手帳を持つ方のうち
　　　・両下肢、体幹、移動機能に障がいを持つ方で１級または２級の方
　　　・心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸に障がいを持つ方で１級または３級の方
　　　・免疫の障がい、肝臓に障がいを持つ方で１級～３級までの方
（２）戦傷病者手帳を持ち、上記（１）と同程度の障がいを持つ方
（３）介護保険法による要介護者で、介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介護５であると記載さ
　　　れている方

【選挙当日の情報を電子メールで配信】※事前に登録が必要です。
　選挙管理委員会では、選挙当日に投開票速報をインターネットのホームページ上に掲載し、情報を
提供します。また、電子メールによる情報配信サービスも行います。
　あらかじめ登録いただいた電子メールアドレス（携帯電話の電子メールも含む）に、投票状況・開
票状況の情報を随時一斉配信するサービスです。電子メールアドレスの登録は、八雲町のホームペー
ジから可能になっていますので、詳しくは町ホームページをご覧ください。
　受付終了は、10月15日の開票確定情報を配信する直前までとなります。
【八雲町ホームページ（選挙管理委員会）】

　http://www.town.yakumo.lg.jp/modules/senkan/
【電子メール配信  問い合わせ先】情報政策室電子メール　joho@town.yakumo.lg.jp

【選挙に関する問い合わせ先】八雲町選挙管理委員会　☎0137－62－2111

八雲町
ホームページ

（選挙管理委員会）

　八雲町選挙管理委員会では、選挙や政治に対する関心を高めるとともに、選挙をより身近に感じて
いただくため、八雲町長選挙及び八雲町議会議員選挙の「期日前投票立会人」として投票事務に参加
してみませんか。
【仕事の内容】期日前投票所において、投票手続の全般について立ち会うこと
【応募資格】選挙権のある方で、八雲町の選挙人名簿に登録されている方
【募集人数】次の期日前投票所各２名　※申込者が多数の場合は、抽選で決定します。
　（１）八雲町役場期日前投票所（（２）（３）以外の区域に住所を有する方）　　
　（２）落部支所期日前投票所（落部支所区域に住所を有する方）　　　　
　（３）熊石総合支所期日前投票所（熊石総合支所区域に住所を有する方）
　（４）八雲総合病院（（２）（３）以外の区域に住所を有する方）
【立会時間】

　（１）八雲町役場期日前投票所　　午前8時30分～午後8時
　（２）落部支所期日前投票所　　　午前8時30分～午後5時
　（３）熊石総合支所期日前投票所　午前8時30分～午後8時
　（４）八雲総合病院　　　　　　　午前8時30分～午後6時
【立会期間】10月11日（選挙の告示日の翌日）～10月14日（投票日の前日）までの４日間です。
　　※八雲総合病院は10月11日～10月13日の３日間です。
【報酬額など】１日　9,500円（基準により交通費別途支給）　※報酬額から所得税が差し引かれます。
【申込方法】役場総務課、落部支所、熊石総合支所または熊石総合支所相沼泊川出張所に備え付けの
申込書に必要事項を記入（自筆）し、選挙管理委員会事務局、落部支所、熊石総合支所または熊石総合
支所相沼泊川出張所のいずれかに申し込んでください。
【申込期限】９月15日（金）午後５時まで（郵送の場合は必着）

八雲町長選挙および八雲町議会議員選挙の「期日前投票立会人」を募集します

せ
ん
き
ょ
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も
の
忘
れ
や
障
が
い
の
有
無
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
来
店
で
き
る
地
域
の
カ
フ
ェ

で
す
。
お
友
達
同
士
は
も
ち
ろ

ん
、
介
護
や
子
育
て
を
し
て
い
る

方
同
士
で
交
流
す
る
場
と
し
て
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
お
子
さ

ん
や
お
孫
さ
ん
も
一
緒
に
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
は
ぴ
あ
八
雲　

　
　
　
　
　
　
　
　

1
階
研
修
室

【
時
間
】
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

【
日
程
】

・
9
月
：
9
月
6
日
（
水
）

・
10

月
：
10

月
4
日
（
水
）

※
毎
月
第
一
水
曜
日
（
祝
日
の
際

　

は
第
二
水
曜
日
）
に
開
店
し
ま

　

す
。

【
内
容
】

　

交
流
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
茶

話
会
、
手
芸
作
品
な
ど
の
展
示

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
包
括
支
援
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
65

│
5
0
0
1

お
も
い
や
り
カ
フ
ェ

を
開
店
し
ま
す

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
と
は
寄
生
虫

の
一
種
で
、
キ
ツ
ネ
や
そ
の
糞
か

ら
排
出
さ
れ
る
卵
が
体
内
に
入
る

こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

症
の
患
者
が
毎
年
20

名
前
後
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
5
年
に
1

度
を
目
安
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

●
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
査

　

八
雲
町
で
は
血
液
に
よ
る
検
査

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
八
雲
地
域
：
10
月
】

﹇
対
象
者
﹈

　

事
前
申
し
込
み
を
し
た
、
重
点

地
域
に
お
住
ま
い
の
方

﹇
重
点
地
域
﹈

　

相
生
町
、
三
杉
町
、
出
雲
町
、

野
田
生
、
桜
野
、
東
野
、
わ
ら
び

野﹇
検
診
に
つ
い
て
﹈

・
小
学
3
年
生
〜
高
校
3
年
生

　

住
民
検
診
会
場
に
て
採
血
し
検

査
・
学
生
を
除
く
15

歳
以
上
の
方

　

住
民
検
診
血
液
検
査
時
に
同
時

採
血
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検

診
単
独
は
不
可
、
追
加
料
金
は

不
要
で
す
。

※
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
会

場
は
、
広
報
9
月
号
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
（
住
民
検
診
の
お
知

ら
せ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
熊
石
地
域
：
10
月
】

﹇
対
象
者
﹈

・
5
年
に
1
度
の
検
査
を
勧
め
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
熊
石

総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64

│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

﹇
検
査
代
が
無
料
﹈
重
点
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
が
対
象
で
す
！

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

北
海
道
で
は
、
妊
娠
を
希
望
す

る
出
産
経
験
の
な
い
女
性
な
ど
を

対
象
に
風
し
ん
抗
体
検
査
料
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

 

八
雲
町
に
在
住
で
次
に
該
当
す

る
方

・
妊
娠
を
希
望
す
る
出
産
経
験
の

な
い
女
性

・
妊
娠
を
希
望
す
る
出
産
経
験
が

な
く
、
か
つ
抗
体
の
で
き
な
い

女
性
の
配
偶
者
（
事
実
上
婚
姻

関
係
の
あ
る
方
も
含
む
）
な
ら

び
に
同
居
者

・
妊
婦
（
抗
体
価
の
低
い
）
の
配

偶
者
な
ら
び
に
同
居
者

※
次
の
方
は
対
象
外
で
す
。

・
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る

・
過
去
に
2
回
の
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
る

・
検
査
に
よ
り
風
し
ん
と
判
断
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る

【
実
施
内
容
】

　

受
診
検
査
時
に
、
協
力
医
療
機

関
に
自
己
負
担
で
支
払
っ
た
後
、

風
し
ん
抗
体
検
査
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

【
助
成
金
額
】

　

検
査
方
法
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
か
の
検
査

方
法
で
の
1
回
を
限
度
と
し
て
助

成
し
ま
す
。

・
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
：
6
，
7
0
0
円

・
Ｈ
Ｉ
法
：　

5
，
3
0
0
円

【
申
請
書
類
】

　

次
の
書
類
を
住
所
地
の
道
立
保

健
所
（
ま
た
は
支
所
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
。
た
だ
し

提
出
締
切
日
必
着
）
。

・
北
海
道
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業

補
助
金
交
付
申
請
書

・
領
収
書　

・
住
所
地
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、

は
が
き
な
ど
。
同
居
者
の
場
合

は
、
自
分
の
住
所
地
と
対
象
女

性
の
住
所
地
を
証
明
す
る
書
類
）

【
実
施
期
間
】

　

平
成
29

年
4
月
1
日
〜

　

平
成
30

年
3
月
9
日

【
提
出
期
限
】

　

平
成
30

年
3
月
15

日
必
着

【
協
力
医
療
機
関
】

　

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
最
寄
の
保
健
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
八
雲
保
健
所

　

☎
0
1
3
7
│
63

│
2
1
6
8

﹇
検
査
代
を
助
成
﹈
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
予
防
の

た
め
抗
体
検
査
料
を
北
海
道
が
助
成
し
ま
す

Ｑ　

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？

・
沢
水
を
飲
ん
だ
り
、
加
熱
し
て

い
な
い
山
菜
を
摂
取
す
る
。

・
野
草
な
ど
に
触
れ
た
手
で
、
食

べ
物
を
食
べ
る
。

Ｑ　

感
染
し
た
ら
ど
う
な
る
の
？

・
感
染
直
後
は
無
症
状
で
す
。

・
感
染
か
ら
5
年
〜
10
年
た
つ
と

腹
部
の
違
和
感
、
疲
れ
や
す

さ
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
命
に

か
か
わ
る
事
も
あ
る
の
で
早
期
発

見
が
重
要
で
す
。
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下
水
道
や
合
併
処
理
浄
化
槽

は
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境

を
築
く
だ
け
で
な
く
、
河
川
や
海

な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
ぐ
、
自
然

を
守
る
た
め
の
重
要
な
施
設
で

す
。

　

八
雲
町
に
お
け
る
下
水
道
の
施

設
整
備
は
、
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま

す
が
、
八
雲
町
の
水
洗
化
率
は

91

・
9
％
（
平
成
28

年
度
末
）
と
、

近
年
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
よ
り
一
層
の
向
上

の
た
め
に
も
、
ま
だ
下
水
道
に
接

続
し
て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
へ
接
続

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
整
備
区
域
外
の

方
に
係
る
水
洗
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
す
る
町
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
下
水
道
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

生
活
排
水

水
洗
化
の
お
願
い

　

八
雲
衛
生
協
会
で
は
、
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
廃
棄
と
な
る
小

型
家
電
の
回
収
率
を
促
進
す
る
た

め
、
廃
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の

拠
点
回
収
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
小
型
家
電
が
あ

り
ま
し
た
ら
こ
の
機
会
に
お
持
ち

い
た
だ
き
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
収
場
所
】

　

は
ぴ
あ
八
雲

（
正
面
入
り
口
前
広
場
）

【
実
施
日
時
】
9
月
16

日
（
土
）

　

午
前
9
時
〜
11

時

【
回
収
す
る
小
型
家
電
】

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ

ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
電

子
辞
書
、
ゲ
ー
ム
機
、
電
源
ア
ダ

プ
タ
な
ど

【
回
収
し
な
い
も
の
】

　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
乾
燥

機
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
お

よ
び
周
辺
機
器
、
そ
の
他
大
型
の

電
化
製
品

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
衛
生
協
会
事
務
局

　

（
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係
）

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

処
理
費
用
無
料

廃
小
型
家
電
の

拠
点
回
収
に
つ
い
て

　

八
雲
町
で
は
、
八
雲
墓
地
（
豊

河
町
11

│
1
）
内
に
八
雲
町
合
葬

墓
を
設
置
し
、
平
成
28

年
7
月
1

日
よ
り
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

【
合
葬
墓
と
は
】

　

合
葬
墓
は
、
ひ
と
つ
の
お
墓
に

多
く
の
ご
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す

八
雲
町
合
葬
墓
の
ご
案
内

る
新
し
い
形
の
お
墓
で
す
。

　

現
在
、
お
墓
を
所
有
し
て
い
な

い
方
、
お
墓
は
所
有
し
て
い
る
が

お
墓
の
承
継
者
が
い
な
い
た
め
撤

去（
墓
じ
ま
い
）を
考
え
て
い
る
方
、

焼
骨
を
保
持
し
て
い
る
が
埋
蔵
場

所
が
な
い
方
、
生
前
に
自
己
の
ご

遺
骨
の
埋
蔵
場
所
を
確
保
し
て
お

き
た
い
方
の
た
め
の
お
墓
で
あ

り
、
八
雲
町
が
永
代
に
わ
た
り
管

理
を
行
い
ま
す
。

【
使
用
に
つ
い
て
】

　

八
雲
町
に
住
所
が
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
生
前
予
約
以
外
は
町
外

の
方
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

使
用
料
金
は
、
条
件
に
よ
り
異

な
り
、
表
の
と
お
り
で
す
。

　

使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
の
う
え
使
用
許
可
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
合
葬
墓
に
埋
蔵
さ
れ
た

ご
遺
骨
は
、
返
還
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま

す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

■使用料金

使用者もしくは、被埋蔵者
が八雲町に３か月以上住所
を有したことがある場合、
または生前予約の場合

使用者もしくは、被埋蔵者
が八雲町に住所を有した期
間が３か月未満の方および
町外の方
※生前予約はできません

30,000円

45,000円

30,000円八雲町内の墳墓からの改葬

45,000円八雲町外の墳墓からの改葬

50,000円八雲町内の墳墓からの改葬

75,000円八雲町外の墳墓からの改葬

希望により埋蔵された方の氏名を刻字 40,000円

焼骨1体

改葬焼骨2体まで

使 用 料条　　件区　　分

改葬焼骨3体以上

記名板※刻字1体分
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〈
広
告
〉

子育て支援センターからお知らせ

　子育て支援センターでは、子育てサークル支援や託児支援（子どもを預かって欲しい人に援助する）等

の保育サポートができるボランティアを養成する講座を開催します。保育サポート活動に興味のある方は

どなたでも、参加をお待ちしています。

【参加者を募集します】

・子どもと遊ぶのが好きな方　・自宅で子どもを預かることのできる方

・自分のお子さんと一緒に自宅で預かることの出来る方　・イベント時の集団託児ができる方

・八雲子育てサポート「たっち」の活動に関心のある方

・サポーターに関わらず、セミナーを聴講したい方

【申込期限】9月25日（月）

【申し込み・問い合わせ先】八雲町子育て支援センター　☎0137－62－2573

　おもちゃをたくさん用意しています。子育て支援センターの保育士と一緒にゲームや手遊び、パネル

シアター等で遊びましょう。また、季節にピッタリな小物作りもあります。みんなで遊びに来てね！

【対象】・入園前のお子さんと保護者の皆さん　・子どもの遊びに関心のある方

【日時】9月20日（水）午前10時～11時30分　【場所】ふれあい交流センターくまいし館

【申込期限】9月15日（金）

【申し込み・問い合わせ先】・八雲町子育て支援センター　☎0137－62－2573

　　　　　　　　　　　　　・熊石総合支所住民サービス課保健福祉係　☎01398－2－3111

9月は
北海道野外広告
クリーン強調月間

あなたの看板大丈夫ですか？

～屋外広告物による　　　　　

　　事故を起こさないために～

　

異
常
の
早
期
発
見
、
日
常
の
点

検
と
と
も
に
、
強
風
、
地
震
の
発

生
時
な
ど
に
は
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

異
常
を
発
見
し
た
ら
、
看
板
落

下
に
よ
る
通
行
人
へ
の
危
害
が
及

ば
な
い
よ
う
、
直
ち
に
適
切
な
対

処
処
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

点
検
は
専
門
知
識
を
持
っ
た
屋

外
広
告
業
者
へ
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局

　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
指
導
課

　

☎
0
1
3
8
│
47

│
9
4
6
8

「八雲町子育てサポーター育成セミナー」を開催します

なかよし広場inくまいし たのしい遊びがいっぱい！みんなで遊ぼう！

回

2

日　時 内　容 場　所講　　師

1
10月3日（火）
午後6時～8時

講演「健やかな子育
てと親育ち」

シルバープラザ
視聴覚室

子育てサポート活動
について

10月6日（金）
午前11時30分～正午

10月6日（金）
午前10時～11時15分

子どもの事故と
応急処置

児童発達支援★放課後等デイサービス「mana」

代表　羽二生　紀行　氏
はにう のりゆき

八雲子育てサポート「たっち」会員

町消防士 シルバープラザ
福祉室
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〈
広
告
〉

・病院、各施設からの直接安置等、ご相談下さい

・町外からの搬送もお引き受けいたします

・自宅や寺院・会館を利用しての葬儀全てお任せ

　下さい

〒049－3102 北海道二海郡八雲町東町247－1

電話 0137－64－2855　FAX 0137－66－5015

新規・解体撤去・
リフォーム追加彫刻…
墓石のことなら
ご相談くださいY
洋型・和型墓石も各種展示いたしております。

お任せ下さい！！

TEL（0137）62－2960　FAX（0137）63－2266

〈
広
告
〉

　町民の皆様の声を広く聞き、町民主体の自治を実現することを目的に、

平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。

　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施

についてお知らせします。

　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

八雲町自治基本
条例第12条の規
定に基づき、
会議を公開で
行います
皆様の傍聴を
お待ちして
います

「
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲

（
仮
称
）
駅
周
辺
整
備
基

本
計
画
」
お
よ
び
「
八
雲

町
立
地
適
正
化
計
画
」
の

策
定
検
討
会
議
を
開
催
し

ま
す

八
雲
町
社
会
教
育
委
員
会

議
を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
広
報
懇
話
会
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

八
雲
町
広
報
懇
話
会
は
、
広
報

や
く
も
、
町
勢
要
覧
、
く
ら
し
の

便
利
帳
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
町
政
に

関
す
る
情
報
・
話
題
を
取
り
入

れ
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ

く
り
を
協
議
す
る
委
員
会
で
す
。

【
日
時
】
10

月
2
日
（
月
）

午
後
3
時
30

分

【
場
所
】
役
場
議
員
控
室
（
3
階
）

【
内
容
】

　

く
ら
し
の
便
利
帳
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
協
働
推
進
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

　

八
雲
町
社
会
教
育
委
員
会
議

は
、
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画

を
立
案
し
、
教
育
委
員
会
に
意
見

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育

関
係
団
体
や
指
導
者
に
対
し
て
指

導
や
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
9
月
20

日
（
水
）

午
後
6
時
30

分

【
場
所
】
八
雲
町
公
民
館

【
内
容
】

・
平
成
29

年
度
下
期
社
会
教
育

課
・
熊
石
教
育
事
務
所
所
管
事

業
計
画

・
平
成
29

年
度
上
期
社
会
教
育

課
・
熊
石
教
育
事
務
所
所
管
事

業
実
施
報
告

・
平
成
29

年
度
八
雲
町
社
会
教
育

委
員
各
部
会
活
動
等
の
報
告
お

よ
び
計
画
案
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

　

「
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮
称
）

駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
」
お
よ
び

「
八
雲
町
立
地
適
正
化
計
画
」
策

定
検
討
会
議
は
、
新
幹
線
新
八
雲

（
仮
称
）
駅
周
辺
の
整
備
基
本
計
画

や
都
市
経
営
コ
ス
ト
や
環
境
負
荷

を
抑
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
を

目
指
す
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
な
る
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、
広
く
意
見
を
集
約

し
、
協
議
・
検
討
を
行
う
会
議
で
す
。

【
日
時
】
9
月
28

日
（
木
）

午
後
2
時

【
場
所
】

　

役
場
第
1
・
第
2
会
議
室

【
内
容
】

・
計
画
策
定
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

・
新
幹
線
新
駅
周
辺
土
地
利
用
の

基
本
方
針
に
つ
い
て

・
土
地
適
正
化
計
画
の
概
要
に
つ

い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
新
幹
線
推
進
室
推
進
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

・
建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
5
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〈
広
告
〉

　

八
雲
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
お
よ
び
八

雲
町
教
育
委
員
会
規
則
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
に
関
し
、
連
絡
調
整
お

よ
び
指
導
・
助
言
を
行
う
組
織
で

す
。

【
公
募
人
数
】
若
干
名

【
応
募
資
格
】

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
平
成
29
年
10
月
1
日
現
在
、
八

雲
町
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

以
上
の
方

・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
と
理
解
の
あ

る
方

・
教
育
委
員
会
な
ど
が
主
催
す
る

ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
協
力
で
き
る

方
・
年
間
3
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会

議
に
出
席
で
き
る
方

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職

員
（
八
雲
町
職
員
で
あ
っ
た
方

1
、
募
集
の
趣
旨　

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
開
始
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
で
は
、
市
町
村
は
5
か
年
計

画
で
あ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
幼
児

期
の
学
校
教
育
・
保
育
お
よ
び
地

域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
計
画
中
間
年
に
あ

た
っ
て
「
八
雲
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
の
見
直
し
案

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
町

民
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

2
、
見
直
し
の
内
容

・
利
用
者
支
援
事
業
の
開
始
時
期

　

を
修
正

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
ニ

　

ー
ズ
、
設
置
数
を
修
正　

な
ど

3
、
意
見
の
募
集
期
間

　

9
月
1
日
（
金
）
〜

　
　
　
　

10
月
2
日
（
月
）

4
、
提
出
で
き
る
方

　

（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
住
所
を
有
し
て
い
な
く
て
も
、

　

町
内
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る

　

ま
た
は
学
ん
で
い
る
方

③
町
内
で
活
動
す
る
法
人
、
団
体

5
、
資
料
の
入
手
・
提
出
方
法

【
入
手
方
法
】

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド

h
ttp

://w
w
w
.to

w
n
.y
a
k
u
m
o

.lg
.jp

/m
o
d
u
le
s/c

h
o
se
i

・
次
の
場
所
へ
の
備
え
付
け

　

住
民
生
活
課
児
童
係
、
熊
石
総

　

合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
落

　

部
支
所

【
提
出
方
法
】

・
書
面
の
持
参

　

（
備
え
付
け
と
同
様
）

・
書
面
の
郵
送

　

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地　

　

住
民
生
活
課
児
童
係

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　

・
電
子
メ
ー
ル

6
、
留
意
事
項

　

意
見
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

書
面
に
必
ず
、
住
所
、
氏
名
（
法

人
そ
の
他
団
体
の
場
合
は
、
名
称

お
よ
び
代
表
者
名
）
、
電
話
番

号
、
４
│
②
に
該
当
す
る
方
は
、

事
業
所
ま
た
は
学
校
の
名
称
の
記

載
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
載
が
な

い
場
合
や
電
話
で
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
個
人
情
報
は
、
本
件
の
内
部
管

理
の
み
に
使
用
し
ま
す
。
提
出

意
見
お
よ
び
検
討
結
果
の
公
表

に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
を
公

表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
1
2
0

電
子
メ
ー
ル

ju
m
in
@
to
w
n
.ya

k
u
m
o
.lg
.jp

八
雲
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
を
公
募
し
ま
す

八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

を
含
む
）
以
外
の
方

【
任
期
】
2
年
間

　

平
成
29
年
10
月
1
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
31
年
9
月
30
日

【
応
募
期
間
】

　

9
月
1
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

【
報
酬
】
1
回
5
，
6
0
0
円

【
開
催
回
数
】
年
3
回
程
度

【
選
考
方
法
】

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
八
雲
町

教
育
委
員
会
（
体
育
課
）
で
選
考

し
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】　

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
、
応
募
書
を
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

体
育
課
体
育
係（

総
合
体
育
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
4
1

※
月
〜
金
の
み
受
け
付
け

（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します

八雲町自治基本

条例第14条の規

定に基づき、

町民皆さまから

広く意見を

公募します

委
員
の
募
集
結
果

○
「
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲

　

（
仮
称
）
駅
周
辺
整
備
基
本
計

　

画
」
お
よ
び
「
八
雲
町
立
地
適

　

正
化
計
画
」
の
策
定
検
討
会

　

議
委
員

・
公
募
人
数　

若
干
名
以
内

・
結
果　
　
　

1
名
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1
、
募
集
の
趣
旨

　

平
成
20
年
に
八
雲
町
民
憲
章
を

基
本
理
念
に
掲
げ
策
定
し
た
新
八

雲
町
総
合
計
画
が
、
平
成
29
年
度

に
期
間
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

新
し
い
町
政
運
営
の
目
標
と
そ
の

実
現
方
法
を
明
確
に
し
、
計
画
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

指
針
と
な
る
新
し
い
総
合
計
画
を
、

平
成
28
〜
29
年
度
の
2
か
年
か
け

て
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
2
期
八
雲
町
総
合
計
画
は
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
こ
の
先
10
年
の
方
向
性
と
5

年
間
の
政
策
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
よ
り
よ
い
計
画
と
す
る
た

め
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

2
、
意
見
の
募
集
期
間　
　

　

8
月
25
日
（
金
）
〜9

月
25
日
（
月
）

3
、
提
出
で
き
る
方

（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
住
所
を
有
し
て
い
な
く
て
も
、

　

町
内
の
事
業
所
な
ど
で
働
い
て

　

い
る
ま
た
は
学
ん
で
い
る
方

③
町
内
で
活
動
す
る
法
人
、
団
体

4
、
資
料
の
入
手
方
法
・
提
出
方
法

【
入
手
方
法
】

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.y
a
k

u
m

o

.lg
.jp

/m
o

d
u

le
s/c

h
o

se
i

・
次
の
場
所
へ
の
備
え
付
け

　

企
画
振
興
課
、
熊
石
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
落
部
支
所

【
提
出
方
法
】

・
書
面
の
持
参（
備
え
付
け
と
同
様
）

・
郵
送　

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地　

八
雲
町
企
画
振
興
課
企
画
係

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　

・
電
子
メ
ー
ル

5
、
留
意
事
項

　

意
見
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

書
面
に
必
ず
、
住
所
、
氏
名
（
法

人
そ
の
他
団
体
の
場
合
は
、
名
称

お
よ
び
代
表
者
名
）
、
電
話
番

号
、
3
‐
②
に
該
当
す
る
方
は
、

事
業
所
ま
た
は
学
校
の
名
称
の
記

載
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
載
が
な

い
場
合
や
電
話
で
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
、
本
件
の
内
部
管

　

理
の
み
に
使
用
し
ま
す
。
提
出

　

意
見
お
よ
び
検
討
結
果
の
公
表

　

に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
を

　

公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
企
画
振
興
課
企
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
1
2
0

　

電
子
メ
ー
ル

　

kika
ku
@
to
w
n
.ya

ku
m
o
.lg
.jp

第
2
期
八
雲
町
総
合
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て

　前回のVol.15（平成29年6月号）では自治基本条

例の第３章（町民参加と協働）第18条について解説

しました。今号では、第19条と第20条を紐解いてい

きます。

第19条（住民投票）　

　町長は、町政に関わる重要事項について、住民

（町内に住所を有する者をいう。以下、同じ）

の意思を直接確認する必要があるときは、議会

の議決を経て、条例による住民投票の制度を設

けることができます。

2　住民投票に参加できる者の資格及びその他住

民投票の実施に必要な事項は、それぞれの事案

に応じ、別に条例で定めます。

3　議会及び町長は、住民投票の結果を尊重しな

ければなりません。

第20条（住民投票の請求及び発議）

　議会の議員及び町長の選挙権を有する住民は、

法の定めるところにより、その総数の50分の1

以上の者の連署をもって、住民投票条例の制定

を町長に請求することができます。

2　議会の議員は、法の定めるところにより、議

員の定数の12分の1以上の者の賛成を得て、住

民投票条例の制定を議会に発議することができ

ます。

3　町長は、住民投票条例の制定を議案として議

会に提出することができます。

　

　八雲町の将来を大きく左右する問題が発生し、

住民に直接その意思を確認する必要があるときに、

住民投票の制度を設けることを明記しています。

対象事項は「町政に関わる重要事項」で基本は、

町の決定権が及ばない案件や一部地域の問題であ

り、町全体に影響を及ぼさない事項などは対象と

していません。他市町村では、市町村合併や原子

力発電所建設等を巡る問題が対象となっています。

　住民投票に参加できる人の資格（年齢要件等）、そ

の他住民投票の実施にあたって必要な事項につい

ては、案件ごとに条例で定めることとしています。

　本章で規定する住民投票は、法的拘束力を持た

ない「諮問型住民投票」としており、住民投票の

結果は、議会および町長の双方がその結果を最大

限に尊重した政策判断を行うことが求められてい

ます。

　住民投票の請求および発議は、地本自治法に基

づき行われ、条例案は、町民請求は有権者1/50

の連署により町長へ条例制定の請求、議員は議員

定数の1/12の賛成で条例案を提出、町長は自ら

議会へ提出することで発議できます。

　現在は、住民が直接選挙することで議員と首長

を選び、双方が住民代表として自治を行う「間接

民主制」です。一方で地方自治法では直接請求と

いう住民の意思を直接自治に反映できる「直接民

主制」も保障しています。町民は、議員と町長に

町政を信託していますが、町政全ての事項を白紙

委任しているわけではありません。町民自らが直

接意思表明を表明できる制度を設けることで、間

接民主制が補完され、町の自治の充実が図られる

こととなります。

vol.●16
自治基本条例って
何ですか

第４章（住民投票）

解説・考え方
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北海道新幹線八雲町内工事区間概要図

　2030年度末に札幌までの開業を目指す北海道新幹線に関わる情報を随時お知らせします。

北海道新幹線建設工事の進ちょく状況について
　建設主体である独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構北海道新幹線建設局が八雲鉄道建設

所管内において実施しているトンネル工事の進ちょくを紹介します。

【問い合わせ先】・八雲町新幹線推進室 ☎0137－62－2300

　　　　　　　　・独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構北海道新幹線建設局八雲鉄道建設所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0137－66－5620

北海道新幹線（八雲地域）情報コーナー

八
雲
鉄
道
建
設
所
管
内
工
事
一
覧

件　　名 主たる工種 進ちょく状況

平成29年8月1日現在

工　　期 受　注　者

平成29年7月14日～

平成37年3月13日

トンネル 4,540m

斜坑 1,100m

平成26年12月12日～

平成33年11月11日

トンネル 4,490m

路盤工 40m

平成28年2月29日～

平成36年2月28日

トンネル 4,960m

斜坑 390m

平成28年1月25日～

平成34年3月24日

トンネル 3,675m

斜坑 280m

北海道新幹線、

渡島トンネル（上二股）

北海道新幹線、

野田追トンネル（北）他

北海道新幹線、

立岩トンネル（山崎）

北海道新幹線、

野田追トンネル（南）他

北海道新幹線、

立岩トンネル（立岩）他

平成26年3月20日～

平成34年12月22日

清水・岩倉・新谷・

高橋JV

フジタ・株木・石山・

砂子JV

大林・青木あすなろ・

松本・阿部JV

東急・東鉄・廣野・

草野JV

戸田・伊藤・新太平洋・

北海道軌道施設JV

トンネル 5,015m

路盤工 20m

施工計画

策定中

掘削延長

1,011m

施工計画

策定中

仮設ヤード

造成中

掘削延長

1,064m

渡島トンネル 野田追トンネル

上の湯 上二股川（落部川）
道道八雲厚沢部線

上の湯 下二股川（落部川）

わらび野 下二股川（野田追川）

桜野 野田追川
道道桜野野田生停車場線

明かり部 約5.5km

新八雲（仮称）駅（春日）

噴火湾

遊楽部川橋りょう約32.7km

立岩トンネル

約17km約8.2km

至
北
斗
市

至
長
万
部
町

大
新

立
岩

1 2 3 4 5

明かり部
（トンネル以外の区間）

トンネル
すでに契約・着工
している場所

北海道新幹線駅
の位置

1

2

3

4

5
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入札（見積合わせ）結果（7月16日～8月15日）1，000，000円以上 単位：（円）

㈱城北工業

ツバメ工業㈱

ツバメ工業㈱

㈲小澤建設

北海建業㈱

㈲小澤建設 

㈲熊谷工務店

㈲佐藤設備

㈱熊谷工務店

㈱角田配管工業所

三河設備工業㈱

シバタ設備機工

㈲谷藤

㈱城北工業

㈱八雲製材所

館脇電気工業㈱

㈲北栄電気工業

西谷試錐工業㈱

㈱上杉建設

㈲佐藤設備

㈱ＮＪＳ札幌事務所

12,873,600

4,708,800

5,367,600

7,948,800

12,247,200

12,506,400

7,765,200

4,978,800

1,080,000

6,631,200

8,985,600

2,980,800

4,179,600

9,817,200

25,477,200

23,727,600

19,245,600

12,301,200

15,865,200

3,250,800

3,780,000

11月10日

11月10日

11月10日

12月20日

10月31日

10月31日

10月31日

10月31日

9月30日

10月27日

10月27日

9月29日

10月20日

10月20日

H30.1.31

H30.2.28

H30.1.31

H30.2.28

H30.1.31

10月20日

H30.3.14

11,586,240

4,460,400

5,097,600

6,845,472

11,772,000

12,204,000

7,527,600

4,827,600

1,036,800

6,458,400

8,802,000

2,916,000

4,104,000

9,698,400

24,948,000

22,550,400

18,900,000

11,988,000

15,681,600

3,153,600

3,391,200

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに9月15日（金）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

三杉１号線道路改良工事

末広宮園線道路舗装工事

野田生山手線道路舗装工事

観渓橋修繕工事 

野田生小学校プール解体工事 

落部小学校プール解体工事

熊石歯科診療所外壁等改修工事

熊石鳴神生活改善センター水洗化工事

教職員住宅解体工事（熊石雲石町）

東雲町地区配水管新設工事

上水道管洗浄施設設置工事

三杉町地区配水管新設工事

落部地区配水管布設替工事(第2工区)

特定環境保全公共下水道鳴神地区管渠新設工事(第1工区)

熊石簡易水道相沼泊川浄水場管理棟築造工事

熊石簡易水道相沼泊川浄水場電気設備工事

熊石簡易水道本町浄水場電気設備工事

熊石簡易水道相沼泊川浄水場機械設備工事

熊石簡易水道本町浄水場機械設備工事

熊石簡易水道鳴神地区配水管布設替工事

熊石簡易水道本町・相沼泊川浄水場工事監理業務

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃

請負業者名 予定価格 契約金額 工　期工　事　名（委託業務名）

H13

H15

S51

H7

S62

S57

S58

Ｓ63

Ｈ５

H5

Ｈ6

H10

1

1

1

1

1

2

1

1

2

2

2

1

ユニットバス

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

風呂場

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 69.86G

１棟4戸平屋建 3DK 51.30G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LDK 79.79G

１棟6戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 70.53G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 68.79G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 70.30G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 68.16G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（２Ｆ・3F） 3LDK 70.99G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LDK 73.44G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 60.50G

19,700円

19,300円

7,700円

18,800円

14,900円

14,200円

14,400円

15,700円

16,800円

20,100円

21,100円

18,100円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

87,900円

94,100円

13,300円

50,800円

35,100円

32,200円

33,400円

34,900円

36,500円

42,900円

48,600円

53,400円

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町99－1）

泊川団地（熊石泊川町1097－2）

泊川団地（熊石泊川町862－3）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町180－4）

雲石団地（熊石雲石町234）

19,000円

18,200円

12,600円

13,100円

21,900円

28,300円

27,100円

18,800円

19,500円

32,600円

～

～

～

～

～

S63

H2

S53

S53

H13

1

1

1

1

1

風呂場

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

１棟8戸重ね建 3LDK 70.90G

１棟8戸重ね建 3LDK 68.28G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟4戸2階建 3DK 63.86G

１棟１4戸重ね建 2LDK 106.42G

宮園町団地（宮園町128－21）

宮園町団地（宮園町128－21）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部842－4）

落部団地（落部839－2）
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お
知
ら
せ

○
八
雲
総
合
病
院

　

9

月
10

日
、
17

日
、
18

日
、
23

日
、

　

24

日

　

10

月
1

日
、
8

日
、
9

日

　

1

0
1
3
7
│
63

│
2
1
8
5

○
魚
住
金
婚
湯
医
院

　

10

月
15

日

　

1

0
1
3
7
│
67

│
2
3
1
1

・
八
雲
町
役
場

　

午
前
10

時
〜
11

時
45

分

　

午
後
1
時
〜
4
時
30

分

・
八
雲
総
合
病
院

　

午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30

分

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

製
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

の
一
部
に
お
き
ま
し
て
、
大
き
な

音
を
伴
う
破
裂
事
故
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
に
対
象
商

品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
メ
ー
カ
ー

窓
口
へ
ご
相
談
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
消
防
署
で
の
回
収
は
お
こ
な
っ

　

て
い
ま
せ
ん
。

　

対
象
商
品
は
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡

易
消
火
具
で
あ
り
消
火
器
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易

消
火
具
の
廃
棄
方
法
に
あ
っ
て
は

中
身
を
完
全
に
出
し
、
ス
プ
レ
ー

缶
と
し
て
廃
棄
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
対
象
商
品
】

　

商
品
名
「
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ

Ｔ
」
、「
Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
ｋ
」

日
曜
・
休
日
当
番
医

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

【
品
質
保
証
期
間
】

　

2
0
0
5
年
1
月
〜
10

月

※
製
造
番
号
お
よ
び
品
質
保
証
期

　

間
は
缶
底
に
表
示

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　
　
　
　

9
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

10
月
5
日
（
木
）

　

対
象
商
品
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
窓
口
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

　

☎
0
1
2
0
│
8
0
1
│
0
8
4

※
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　

月
〜
金
（
祝
日
は
除
く
）

　

9
月
8
日
、
22

日

　

10

月
13

日

　

午
後
1
時
〜
4
時

（
相
談
30

分
）

　

午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
け

付
け
が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
約
制
・
先
着
順

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41

│
0
2
3
2

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火

具
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

■ヤマトボーイＫＴ
製造ロット番号
Ｋ０３３１
Ｋ０３３１
ＫＮ３２６
ＫＤ３１７
Ｋ１４２６
Ｋ２４０７
Ｋ２４２０
Ｋ３４０７
Ｋ３４１９
Ｋ４４２２
Ｋ７４２４

品質保証期間
２００５．０１
２００５．０２
２００５．０２
２００５．０３
２００５．０４
２００５．０５
２００５．０５
２００５．０６
２００５．０６
２００５．０７
２００５．１０

■ＦＭボーイｋ
製造ロット番号
ＫＮ３０１
ＫＮ３２２
ＫＤ３１９
Ｋ１４２５
Ｋ２４０８
Ｋ２４２１
Ｋ３４０６
Ｋ３４１８
Ｋ４４２３
Ｋ７４２５

品質保証期間
２００５．０２
２００５．０２
２００５．０３
２００５．０４
２００５．０５
２００５．０５
２００５．０６
２００５．０６
２００５．０７
２００５．１０

相　
　

談

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
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八雲町落部130

Tel 67－2454

http://aiki929.jp

シ
ミ
抜
き 

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

洗
濯
に
、
手
作
り
天
然
薬
草
酵
素
液
を
使
用

相
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

各
コ
ー
ス 

特
殊
加
工 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

数
少
な
い
上
級
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者
の
い
る
お
店

◎
応
急
手
当
て
を

身
に
つ
け
よ
う
！

 
 

八
雲
町
消
防
本
部
で
は
、「
救
急

の
日
」
に
普
通
救
命
講
習
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

「
も
し
あ
な
た
の
目
の
前
で
倒
れ

た
人
が
い
た
ら
…
い
ざ
と
い
う
時

に
あ
な
た
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ

る
よ
う
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
せ
ん
か
」

※
救
急
の
日
以
外
に
も
普
通
救
命

　

講
習
や
一
般
救
命
講
習
を
実
施

　

し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

　

担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

【
日
時
】

　

9
月
9
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30

分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
0
時
30

分

【
場
所
】

・
八
雲
消
防
署　

・
熊
石
消
防
署

【
対
象
】

・
中
学
生
以
上
で
町
内
在
住
ま
た

　

は
在
勤
し
て
い
る
方

・
受
講
人
数
は
各
消
防
署
30

名
程

度
を
予
定
し
て
お
り
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
す
る
と
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
平
成
29

年
度　

第
6
回
）

【
試
験
日
】
10

月
29

日
（
日
）

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請　

　

9
月
19

日
（
火
）
〜
26

日
（
火
）

・
電
子
申
請　

　

9
月
16

日
（
土
）
〜
23

日
（
土
）

【
試
験
の
種
類
】

・
甲
種
、
乙
種
（
第
1
〜
6
類
）
、

　

丙
種

【
試
験
地
】
函
館
市　

ほ
か

◎
消
防
設
備
士
試
験

（
平
成
29

年
度　

第
3
回
）

【
試
験
日
】
10

月
29

日
（
日
）

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請　

　

9
月
19

日
（
火
）
〜
26

日
（
火
）

・
電
子
申
請　

　

9
月
16

日
（
土
）
〜
23

日
（
土
）

【
試
験
の
種
類
】

・
甲
種
（
特
類
）（
第
1
〜
5
類
）
、

　

乙
種
（
第
1
〜
7
類
）

【
試
験
地
】
函
館
市　

ほ
か

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署
予
防
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

八
雲
町
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

試
験
・
講
習

◎
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
自
筆
）
し
、
必
要
と
な
る
添
付

書
類
を
同
封
の
う
え
、
写
真
を
貼

り
総
務
課
人
事
厚
生
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

申
込
書
上
部
の
「
八
雲
町
職
員

（　

）
採
用
申
込
書
」
の
（　

）

内
に
申
し
込
み
さ
れ
る
職
種
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
を
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
82

円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
相
沼
泊
川

出
張
所
、
ま
た
は
函
館
公
共
職
業

安
定
所
八
雲
出
張
所

《
一
級
建
築
士
、

　

ま
た
は
二
級
建
築
士
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
30

年
4
月
1
日

【
受
験
資
格
】

　

①
〜
④
の
条
件
を
満
た
す
方

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
一
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る

　

方
・
二
級
建
築
士
の
資
格
を
有
し
、

　

か
つ
一
級
建
築
施
工
管
理
技
士

　

の
資
格
を
有
す
る
方

②
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

　

ル
、
C
A
D
）
操
作
が
で
き
る
方

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

④
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

は
、
受
験
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16

条
の
い
ず

　

れ
か
に
該
当
す
る
方

【
試
験
内
容
】

・
書
類
選
考

・
一
次
試
験

　

（
建
築
の
専
門
試
験
な
ど
）

・
二
次
試
験
（
面
接
試
験
）

【
添
付
書
類
】

・
一
級
建
築
士
ま
た
は
二
級
建
築

　

士
、
一
級
建
築
施
工
管
理
技
士

　

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

　

類
の
写
し

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

　

し

【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
に

よ
る
。

【
受
付
期
間
】

　

10

月
31

日
（
火
）

　

午
前
8
時
30

分
〜

　

午
後
5
時
15

分
（
平
日
の
み
）

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
試
験
予
定
日
】

・
一
次
試
験　

11

月
25

日
（
土
）

・
二
次
試
験　

12

月
15

日
（
金
）

※
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
試
験
会
場
】

　

八
雲
町
役
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

募　
　

集

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
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◎
臨
時
技
能
員
を募

集
し
ま
す

　

北
海
道
八
雲
食
肉
衛
生
検
査
所

で
は
臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
応
募
さ
れ
る
方

は
履
歴
書
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
当
所
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】
1
名

【
勤
務
場
所
】

　

北
海
道
八
雲
食
肉
衛
生
検
査
所

　

〒
0
4
9
│
3
1
2
3

　

八
雲
町
立
岩
3
5
6

【
雇
用
期
間
】

　

6
か
月
（
条
件
に
よ
り
最
大
2

年
間
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

※
祝
日
、
工
場
休
業
日
お
よ
び
年

　

末
年
始
の
6
日
間
除
く

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30

分
〜

午
後
5
時
15

分

　
　
　
　
　

（
昼
休
み
1
時
間
）

【
業
務
内
容
】
検
査
補
助
（
経

験
・
資
格
不
問
。
主
に
合
格
品
へ

の
検
印
、
器
具
洗
浄
、
洗
濯
な
ど

【
賃
金
】
日
額　

6
，
7
4
0
円

【
採
用
方
法
】
面
接

※
日
程
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
八
雲
食
肉
衛
生
検
査
所

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
4
8
0

北
海
道
八
雲
食
肉
衛
生
検

査
所
か
ら
の
お
知
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　ハローワーク函館では、障がいのある方々

の就職支援のため、企業との面接や情報交

換の場として「障がい者雇用促進フェア」を

開催します。求職活動中の障がい者の方の

参加をお待ちしています。また、障がい者雇

用をお考えの事業主の皆さまの積極的な参

加もお待ちしています。

【日時】

　10月5日（木）午後1時30分～3時30分

【場所】花びしホテル　芙蓉の間

　　　　函館市湯川町1丁目16－18

【内容】

　就職を希望する障がい者の方々と企業

の面接および情報交換

【問い合わせ先】

　ハローワーク函館（函館公共職業安定所）

☎0138－88－1320

障がい者雇用

促進フェア2017開催

　町では、官民協働で町内業者様の参加料で平成26年

度に発行させていただいた「八雲町くらしの便利帳」を新

たな情報を加え更新します。冊子では、地域、行政、生

活、医療機関報などの情報を一冊にまとめ、町内全世帯

および八雲町へ今後転入される皆さまへ1月前後に配付す

る予定です。この情報誌は保存性も高いため、地域の事

業主の皆さまにおかれましては、優良な広告媒体として活

用でき、地域経済の活性化や促進に寄与するものと期待

しています。参加の依頼は、共同発行事業者の担当者が

概要説明のための9月～10月に町内事業者様のところへ

伺います。

【協働発行事業者、参加依頼についての問い合わせ先】

　株式会社サイネックス北日本営業部札幌支店

　☎011－737－7167

【発行についての問い合わせ先】

   企画振興課協働推進係　 ☎0137－62－2300

行政サービスの町民向け案内冊子

八雲町くらしの便利帳
株式会社サイネックスと官民協働で発行Y
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■
弁
護
士
の
仕
事
と
い
え
ば
裁
判
で
す
。
お
金
を
払
わ
な
い
人
か
ら
国
の
力
で
お
金
を

取
り
立
て
た
り
、
離
婚
や
相
続
な
ど
の
揉
め
事
を
当
事
者
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、

裁
判
官
の
判
断
で
決
着
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
裁
判
と
い
う
制
度
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
、
そ
ん
な
裁
判
も
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、

裁
判
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
ま
ず
、
よ
く
あ
る
相
談
に
、「
相
手
方
に
謝
罪
を
さ
せ
た
い
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
裁
判
で
は
相
手
に
無
理
や
り
謝
罪
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
通
常
の
民
事
訴
訟
で
は
、
自
分
の
受
け
た
被
害
を
お
金
に
換
算
し
「
○
○
○
円

支
払
え
」
と
要
求
し
た
り
、「
○
○
○
を
引
き
渡
せ
」
と
裁
判
の
目
的
で
あ
る
物
自
体
を

要
求
で
き
る
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

■
お
金
や
財
産
が
な
い
相
手
方
か
ら
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理
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り
お
金
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て
る
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も
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裁
判
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き
ま
せ
ん
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金
の
な
い
人
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包
み
を
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で
取
り
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る
の
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に
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の
で
、
法
律
上
定
め
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た
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定
額
よ
り
下
の
財
産
に
対
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て

は
、
裁
判
を
通
じ
て
で
も
強
制
執
行
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
さ
ら
に
、
当
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前
の
話
で
す
が
、
有
利
な
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が
全
く
な
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合
に
勝
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こ
と
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は
ほ
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せ
ん
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所
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は
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う
ご
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々
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受
け
し
ま
す
が
、
法
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す
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に
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見
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と
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こ
と
」
と
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う
条
件
が
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た
め
、
証
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く
な
い
ケ
ー
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で
は
「
勝
訴
の
見
込
み
な
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」
と
し
て
受
任
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を

お
断
り
し
て
い
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■
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ら
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す
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■
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に
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の
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く
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。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.
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裁
判
で
は
で
き
な
い
こ
と

八雲警察署からお知らせ

　過日、八雲町内を警戒中の八雲署員が、他人の家

をのぞき見る犯人を発見し、その場で逮捕しました。

　犯人逮捕後、八雲町内では同様の、のぞき被害の

発生はなくなりましたが、入浴中や就寝中の女性を窓

からのぞき見したり、スマートフォンなどで盗撮する

事件や室内に侵入され、現金などを盗まれる被害が、

今後、発生しないとは限りません。

～入浴前や就寝前に注意Y～

・浴室や着替えなどをする部屋の窓とカーテンを

閉め、鍵を掛けることが大切です。

～室内に侵入する泥棒などの総合的な防犯対策を～

・家の周囲に人が歩くと音が鳴る防犯砂利を敷く。

・窓などの近くに人を感知して光るセンサーライ

トを設置することも効果的です。

【問い合わせ・申し込み先】

函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

のぞき犯人の逮捕

安心して暮らせる犯罪のない街づくりに
取り組みましょうY

「のぞきや盗撮被害防止対策の基本」

不用品交換コーナー

・たんす

ゆずります

・車椅子

・カーペット（3畳、4.5畳、6畳）

・DVDソフト 

・ゲーム機（ソフトがあればセット）

ゆずってください

【申請方法】企画振興課、熊石総合支所住民サービ

ス課、落部支所にて申請書を備え付けていますので、

手続きを行ってください。

※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。

【問い合わせ先】

企画振興課協働推進係　☎0137－62－2300

7月15日時点

これまでの成立件数 74件

これまでの成立件数 34件

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

伊
藤　

裕
樹

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）
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みんなの年金ガイド
今月の年金相談

9月14日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

第3会議室

完全予約制
9月8日（金）前までにお申し込みください。

次回は10月12日（木）です。

年金をもらうためには、
どのような手続きが必要ですか？

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番） 10137－62－2112（内線245）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

知っ
て

おき
たい

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

　国民年金（老齢基礎年金）、厚生年金（老齢厚生年金）をもらうためには、ご自身で年金の請求手

続きを行う必要があります。自動的に支給が始まるものではありませんので、注意が必要です。

　

　※年金請求を受け付けできるのは、60～65歳の誕生日を迎えてからになります。

　※農林年金、国鉄、ＮＴＴ、ＪＴなどの共済組合に加入していたことがある方は、別途請求手続き

　　が必要になりますので、各共済組合にお問い合わせください。

早くもらう「繰り上げ支給」と、後でもらう「繰り下げ支給」

　国民年金（老齢基礎年金）は65歳からの受給ですが、ご希望により60～65歳になるまでの間に減額

された繰り上げ支給の年金を受けたり、66歳以降に増額された繰り下げ支給の年金を受けたりするこ

とができます。

　※一度決めた減額率、増額率は生涯にわたり変更できません。

　※繰り上げ支給を受けた後は障害基礎年金を受けられません。

【早くもらう繰り上げ支給】減額率：0.5％×繰り上げ請求月から65歳になる月の前月までの月数

　＜例＞およそ12か月早めて64歳時に請求する保険料満額納付済みの方

　　　　0.5％×12か月＝6％（年間約46,758円）の減額　

【後でもらう繰り下げ支給】増額率：0.7％×65歳になった月から繰り下げを申し出た月の前月までの月数

　＜例＞およそ12か月遅く66歳時に請求する保険料満額納付済みの方

　　　　0.7％×12か月＝8.4％（年間約65,461円）の増額

１．年金請求書の事前送付

　60～65歳で受給権が発生する方には、誕生日のおよそ3か月前より順次「年金

請求書（あらかじめ基礎年金番号、氏名などが印字されたもの）」が日本年金機

構より送付されます。

２．「年金請求書」の提出（誕生日の前日から受付）

　必要事項を記入し、函館年金事務所または八雲町役場各支所へ提出します。住

民票や戸籍謄本などの添付が必要です。また、各種添付書類は配偶者の有無や年

金の加入状況により異なりますので、あらかじめご確認ください。

３．「年金証書、年金決定通知書」の送付

　年金証書の送付後、およそ1～2か月で年金の受け取りが始まります。その後、

偶数月にご指定口座へ振り込まれます。

【手続きの流れ】
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